
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○自ら問いをもち、学び続ける子どもを育
成するための授業の実践

○単元や題材を通して身に付ける力を明確
にした授業づくりと、「問い」と「振り返り」を
大切にした授業実践（授業公開年１回以
上）

○各教科で身に付ける力を明確にした授業
の公開を年１回以上行う。
○公開授業後の研究会実施（100%）
○全校授業研参加年4回

A

・「問い」と「振り返り」を大切にした授業実践単元
で身に付ける力や学び方を明確にした授業の公
開を計画的に行うことができている。
・公開授業後の研究会を100%実施できている。
・全校授業研を2回行った。 A

・「問い」と「振り返り」を大切にした授業実践を通
して、単元で身に付ける力や学び方を明確にした
授業を行うことができた。
・全校授業研を4回に加え、一人一授業を行うこと
で学校全体として授業力の向上に努めることがで
きた。 A

・フリー参観では創意工夫した授業が見られ
た。
・先生方が主体ではなく、児童自らが発言して
授業を創り上げていくスタイルはとても良いと
思った。
・児童がやりたいことを育む指導や声掛けが
されている場面が多いと感じた。

ま
な
び
あ
い
部

●学力の向上

○一人一台のタブレットを有効活用した授
業実践

○「各学年で身につける操作スキル」当該
学年の技能習得の指導　１００％
〇プログラミング教育全体計画の当該学年
の指導内容の履修　１００％
○発達段階に応じて、資料共有や振り返り
場面等での活用

○総合的な学習の時間等で技能習得の時
間を設ける。
○ICT利活用推進のための教職員向けミニ
研修の実施（年5回）
○4年生以上で家庭でのタブレット使用を推
進する。

A

・ICT利活用推進のための教職員向けミニ研
修を２週間に１回程度行っている。
・タブレット端末を活用した振り返り（学びロ
グ）に取り組むことができている。 A

・ICT利活用推進のための教職員向けミニ研
修を２週間に１回程度行った。
・タブレット端末を活用した振り返り（学びロ
グ）に取り組んだり、調べ学習や資料の提示
など、効果的な場面で活用することができた。

A

・中学年でもパソコンを使いこなしているのを
見て感心した。
・されていると思うが、上学年になった際に学
習で困らぬよう、基礎学力をしっかりとつける
指導をお願いしたい。紙に書いて学ぶ習熟も
パソコンと同様にお願いしたい。

ま
な
び
あ
い
部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に付
ける教育活動

○多様な人物や価値観との出会いから、自
分事としての振り返りができる児童８５％以
上

○ゲストティーチャー等を招き、多様な人物や価値観
との出会いを教育課程に位置づけ、価値ある学びを
作る。
○特別支援学級の担任による児童への多様性を認
め合い尊重し合うことをねらいとした講話の実施。 A

・学校全体では、昨年とはジャンルの違うゲストティーチャー
やプロスポーツ選手を招聘し、ときには地域の方々や企業様
と連携したりしながら価値ある学びの場を作ることができた。
・特別支援学級の担任による児童への講話は、学年ごとに
確実に実施することができた。 A

・学校全体では、PTAの方々と協力しておもて
なし隊や落語家などゲストティーチャーを招聘
し、多様な人物や価値観との出会いの場を設
定し、価値ある学びを作ることができた。 A

・マナーＵＰプロジェクトや昔遊び等、地域の
交流する機会が増えたことは良いと思う。
・色々なゲストティーチャーを招き児童に、鑑
賞や講和が聞ける機会があったことは、日常
とは違う体験等で学びをつくる工夫があった。
今後も継続してもらいたい。

ひ
び
き
あ
い
部

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取
組の充実

○児童、保護者へのアンケートを毎月確実
に実施し、管理職・学年で対応する教師９
０％以上

○確実で丁寧なアンケートの対応
→アンケート実施月内に、聞き取り、解決に
導く

A

・児童、保護者へのアンケートの実施は、毎月確実に行うこと
ができた。対応も内容に応じて、管理職と協力して、対応する
ことができているので、継続していく。

A

・中間評価に同じく、児童、保護者へのアンケートの実施は
毎月確実に行うことができた。対応も内容に応じて管理職と
協力して、解決に向けて対応することができている。

A

・毎月のアンケート実施はとても良いと思う。
ただ、いじめられている子は、自分から発信で
きないことが多いので、児童との1対1の対話
時間を増やしてもらいたい。
・アンケート実施からの早期対応は、良い環
境が整えられていると思う。引き続き継続され
たい。

ひ
び
き
あ
い
部

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒８０％以
上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒８０％以上

○校内研修を通して、QUアンケートの集計
結果を基に学級のアセスメントを行う。
○学校評価アンケートに質問項目を入れて
集計をする。
○教科横断的な視点でキャリア教育を推進
する。
○学期ごとのめあてや振り返りで児童ので
きるようになったことやこれから頑張りたい
ことについての項目を設け、自己肯定感を
高める。

A

・QUアンケートを実施し、学校職員全体で校
内分析を行った。その結果を基に、学年・学
級ごとの課題を見い出し、改善に向けて取り
組んでいる。
・キャリアパスポートを年間通じて作成し、学
期ごとにファイリングを行い、児童の達成感や
自己肯定感を高めている。

A

・QUアンケートから学年・学級ごとの課題を見い
出し、改善に向けて研修や連絡会等で情報共有
しながら学校全体で取り組んだ。
・キャリアパスポートを作成し、主に学期ごとのめ
あてと振り返りを形に残すことで、児童の達成感
や自己肯定感を高める機会をつくった。
・「先生はあなたのよいところを認めてくれている
と思う」と「将来の夢や目標を持っている」につい
て肯定的な回答をした児童は、成果指標を概ね
達成できている。

A

・一人一人を大切にした丁寧な対応ができて
いる。
・アンケートの内容に応じ、児童への配慮をさ
れている。
・自分の夢と希望を持つ児童をこれからも育
てもらいたい。

ひ
び
き
あ
い
部
ま
な

◎ふるさと勧興を誇りに、自分の夢や目標
について考える教育の推進

◎「勧興の良さ」を１つ以上回答できる１～
３年生が80％以上
◎「勧興を誇りに思う」と回答する４～６年
生が80％以上

◎児童が地域に学ぶ場、児童の地域における活躍の場、
「出番・役割・承認」の場を各学期に1回以上、教育課程に
位置づける。
◎「勧興読本」「さがの人物探検99」の活用

A

・「勧興読本」「さがの人物探検99+you」の活用をした
り、「勧興読本クイズ」を実施しながら、楽しく学ぶ機会
を増やしている。

A

・「勧興読本の時間」や「勧興クイズ」を実施
し、楽しく地域や先人たちについて学びを深め
た。
・80％以上の児童が「勧興校区のよさを答え
ることができる」と回答し、成果指標を概ね達
成できている。

A

・校区内の勧興学を中学年と一緒に行った
が、児童が地域の良さを学び、市子連の校区
自慢で発表に至ったことは、地域民としては
嬉しかった。今後も“ふるさと勧興”の学びを
続けてもらうとありがたい。
・今後も地域の方々との交流は必要だと思い
ます。また高齢者との交流も継続してもらいた
い。

ふ
れ
あ
い
部

❶「運動習慣の改善や定着化」 ❶授業以外で体を動かす時間が１週間で４
２０分以上の児童生徒９０％以上

○昼休みに体育館を開放し、運動する機会
を増やす。
○徒歩通学の価値づけおよび奨励
　・全校朝会で啓発
　・学校だより、保健だより、学級だよりで発
信（それぞれ１回以上）

A

・体育館開放にあたって、児童も楽しみな時間の
一つとなり、運動する機会が増えつつあるが、昼
休みの時間短縮や夏の時期の外に出ない習慣
の影響で、成果指標達成には到達できていない
が、後期は、気温も下がり十分に運動することが
できると考えられるので、継続して行っていく。
・運動場の遊具もまた一つ復活し、児童が朝や昼
休みの時間で多く遊ぶ姿が見られた。
・基本的に徒歩通学はできているので、引き続き
啓発や通信等で連絡をするようにしていく。

A

・１週間で420分以上の運動目標から単純計
算で１日あたり60分程度の運動やスポーツを
行うように働きかけてきた。約70％の児童が
概ね達成できている。体育館開放やバスケッ
トコートの設置など体を動かす機会は設けら
れているので、今後も継続していく。
・基本的に徒歩通学はできているので、引き
続き啓発や通信等で連絡をするようにしてい
く。

A

・「勉強はベストをつくし、運動はくたくたになる
まで」の校是を、今後も継続して取り組んでい
ただきたい。
・春の遠足が復活することで期待している。他
にも色々な授業で、街を歩く機会を設けられ
ているようなので継続していただきたい。
・夏の暑い時期は、朝の涼しい時間の活用を
考えられたらどうか。

ひ
び
き
あ
い
部

○ゲーム・インターネット・SNSの節度ある
適切な使用

○端末を利用する約束を守っていると回答
する保護者の割合が８５％以上

○情報モラル等の問題を取り上げた学級指導を
教育課程に位置付け実施する。
○インターネット利用に関するアンケートの毎月
実施。
○学級だより等で、保護者に諸問題に関する情
報を提供し、啓発する。

A

・情報モラル等の問題を取り上げた学級指導を教育課程に位置付
け実施できている。
・インターネット利用に関するアンケートの毎月実施し、意識を高め
ているが、「端末を利用する約束を守っている」について肯定的な回
答をした保護者の割合は８割程度であった。
・情報モラル通信等で、保護者に諸問題に関する情報を提供し、啓
発している。

A

・情報モラル等の問題を取り上げた学級指導に加え、４
～６年生を対象とした情報モラル講話を実施した。
・インターネット利用に関するアンケートの毎月実施し、
意識を高めている。
・長期休業前に生活の仕方のプリントを配布すること
で、児童と保護者に啓発を呼び掛けている。

A

・情報モラルの習得に向け、ご尽力されてい
る。
・今後友達同士でゲームや携帯を使ったやり
とりが更に増えると思われるので、情報モラル
について、継続して定期的に指導を行っても
らたい。

ま
な
び
あ
い

●業務効率化の推進と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当
たりの年次休暇の取得日数１４日以上

○18時以降の電話の禁止
○健康観察アプリ「LEBER」での連絡対応
（休日や長期休業の対応範囲の共通理解）
○提出期限ボードの活用
○業務の効率化アイディアの共有
○職員会議資料のデータ化
○学期ごとに反省を行い、来年度に向けて
行事の精選を行う

B

・電話の時間制限や「LEBER」の活用で、家庭
との連絡・情報共有が効率的に行えている。
・提出期限ボードや会議資料のデータ化で、
資料の提出や作成・共有のがスムーズに行
えている。
・システム変更に伴い、出退勤の打刻忘れが
多い。徐々に改善しているが、意識化から日
常化を目指したい。今後一層の改善に期待し
たい。

B

・電話の時間制限や「LEBER」の活用で、家庭と
の連絡・情報共有が効率的に行った。欠席のみ
を書くようにしたことで、瞬時に欠席者がわかるよ
うになった。
・提出期限ボードや会議資料のデータ化で、資料
の提出や作成・共有をスムーズにした。
・システム変更に伴い、出退勤の打刻忘れが多
い。徐々に改善しているが、意識化から日常化を
目指したい。今後一層の改善に期待したい。

B

・打刻忘れがあるということは、意識の欠落である
ので、原因が個人の問題なのか、業務過多なの
か原因をはっきりさせ、改善されたい。
・システム変更があれば、常に緊張感をもって行
動しなければいけない。
・リーバーの利用により、学校との連絡がスムー
ズになった。しかし、送信データが手元に残らな
い為、不便を感じることがある。
・先生方の教育にかける情熱・意欲を大切にして
欲しい。

管
理
職

○探さない・切らさない・ためない整理整頓 ○各箇所の整理整頓評価をA以上にする。
（S・A・B・C・D）の５段階評価

○安全点検の際に安全の視点とは別に整
理整頓の視点で点検を行い、室管理者の
声掛けで即時に改善を図る。

B

・各箇所道具が増えすぎないように各担当の教員で
日々整理整頓を行っているが、まだ道具が多く置いて
ある教室もある。子どもたちが安心・安全に過ごす環境
づくりと考え、日々整理整頓を継続していく。

A

・分別やリサイクルへの理解を深め、実践を行った。
・日々職員に呼びかけ、職員室・印刷室等、整った環境
づくりを心掛けた。また、安全点検を機に効率化やトラ
ブル等防止に向けて、日々整理整頓に留意し、職員の
意識向上に努めた。 B

・各箇所の整理整頓について、職員の五段階
評価はどうだったのでしょうか。
・整理：不要なものを取り除く、整頓：低位置に
配置するなので、必要なものがどこにあるか
意識付けて業務にあたっていただきたい。
・整理整頓の苦手な職員の指導の徹底。

ひ
び
き
あ
い
部

●特別支援教育の充実

○個別の教育支援計画、個別の指導計画
を具現化した教育課程の実施
○個に応じた自立活動の充実

○個別の教育支援計画、個別の指導計画
を有効に活用したと回答する職員８０％
○人的環境のUDについて意識して取り組
むことができたと回答する職員８０％

○校内の課題に応じた教職員研修の開催
○児童の教育的ニーズに応じた学びの場の検
討（支援会議の実施）
○個別の指導計画の効果的活用（毎週木曜日）
○校内教育支援委員会の計画的開催に向けた
特別支援教育Co.の役割の明確化

A

・個別の教育支援計画や個別の指導計画を、学びの場
の検討や教育課程の見直し、合理的配慮の提供の際
に活用した。
・教職員研修を開催し、つまずきへの理解や指導・支援
だけでなく、カウンセリングマインドやセルフアドボカ
シー、青年期までにつけたい力等についても学び、｢明
日からできること｣をそれぞれ考えて、取り組んでいる。

A

・個別の教育支援計画・個別の指導計画を有効に活用
したという職員が８０％を超え、具現化した教育課程の
実施や、個に応じた自立活動の充実につなげられた。
・人的環境のUDについて研修を行い、８８％の職員が
意識して取り組むことができたと回答し、成果指標を達
成できた。。

A

・みんな違ってみんないい、個人の良い点を
みつけてやることが大切。
・子どもたちが個性を生かし、楽しそうに活動
されている。先生方が親身に関わられる姿を
頼もしく思っています。

特
別
支
援
教

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主
な
担
当
者

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立勧興小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・職員が学校評価の重点取組を理解し、教育活動に取り組むことができた。
・校内研を通して、教職員が学習課題を設定し、振り返りを意識した学習指導が定着しつつある。
・地域に支えられている環境の中で、自立へ向かう子どもの支援を充実させることができた。
・教職員の働き方改革については、時間外在校時間が短縮され年休取得率の向上が見られた。年休申請等新システムを一層活用し、今後も課題解決に向けて取り組みを継続する必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

１　前年度

　　評価結果の概要

・校内研を通して教職員が学び続けたことで、つけたい力を明確にした授業づくりを進めることができた。県学習状況調査では、「思考力・判断力・表現力」の向上が見てとれた。その一方で、主体性は今後も課題である。

・「勧興皆一家」を掲げる地域に支えられた環境の中で、自分らしさを誇り、自立へ向かう子どもの支援を充実させることができた。

・業務改善、教職員の働き方改革については、改善はみられるものの、個人差があり、課題が残る。職員自らの改善策を募り、ボトムアップで業務改善を進めるなど、一層の工夫が必要である。

２　学校教育目標
ふるさと勧興を誇りに　個性と創造性に富む子どもの育成

　～勧興魂「勉強はベストをつくし　運動はくたくたになるまで」を校是として～

３　本年度の重点目標

【市民性と自己有用館を育む教育の推進】：〇ふるさと勧興を誇りに、市民性を育む教育の充実、〇創立150年を機に、自ら進んで役割を果たそうとする児童の育成

【学力向上の推進】　　　　　　　　　　：〇学習指導要領の理念を具現化し、学力向上を目指した学習指導、〇個に応じた価値ある家庭学習の継続

【豊かな心の育成】　　　　　　　　　　：〇開発的生徒指導や個々に寄り添った教育相談の推進、〇多様性を当たり前に受容できる児童や学校文化の育成

【特別支援教育の充実】　　　　　　　　：〇個別の教育支援計画を具現化した適正な教育課程の編成及び実施、〇全児童を対象とした合理的配慮の提供


